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第21回 足立の花火大会
真夏の祭典　大噴火! !

～不況なんて ブッとばせ～ 日時 7 月29 日( 木)
午後7 時15分～8 時45分
( 打上開始7 時30分) ※ 荒天の場合は30日に順延

場所 荒 川 河 川 敷
( 千住新橋～西新井橋間)

今年も、1 万発の花火が夜空を飾ります。荒川
の土手で、涼風に吹かれながらの見物も、風流な
ものです。ぜひ、お楽しみください。

当
日
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。観
覧
等
に
つ
い
て
は
、次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
場
で

ご
覧
の
皆
さ
ん
ヘ

▽
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
禁

止
で
す

▽
立
入
禁
止
区
域
(
図
1
)
に
は
危
険

で
す
の
で
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
千
住
新
橋
、
西
新
井
橋
上
か
ら
の
観

覧
は
禁
止
で
す
。

▽
会
場
内
に
は
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で

、
自
転
車
に
よ
る
ご
来
場

は
禁
止
で
す

。

▽
ゴ
ミ
は
所
定
の
場
所
に
お
捨
て
く
だ

さ
い

。

▽
会
場
内
は
齧
察
、
消
防
の
本
部

、
敘

護
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
緊
急
の
場
合

に
は

、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽

「
め
ぐ
り
あ
い
の
塔

」牢

住
側
と
梅

田
側
の
2

ヵ
所
)

を
設
置
し
ま
す
の
で

、

待
ち
合
わ
せ
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

▽
車
椅
子
で
の
観
覧
エ
リ
ア
壹

亢
川
河

川
敷
左
岸
(

西
新
井
橋
野
球
場
)
に
設

け
ま
し
た

。
千
住
新
橋
北
t
心付
近
よ
り

、

河
川
敷
ま
で
車
椅
子
で
も
降
り
ら
れ
ま

す

。
た
だ
し

、
送
迎
で
使
わ
れ
る
乗
用

車
等
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

、
交
通
規
制

の
た
め
用
意
で
き
ま
せ
ん

。

図1　 立入禁止区域・観覧場所等

ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
ヘ

▽
会
場
周
辺
の
道
路
(
図
2
青
色
部

分
)
は
、
午
後
6
時
か
ら
終
了
予
定
の
9

時
3
0分
ご
ろ
ま
で
、
車
両
は
通
行
禁

止
と
な
り
ま
す
。

▽
通
行
禁
止
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
所
轄
の
齧
察
署
で
通
行
許
可
証
を

受
け
取
つ
て
く
だ
さ
い
。

▽
首
都
高
速
中
央
環
状
線
千
住
新
橋
出

入
口
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

図2　 交通規制案内( 午後6 時～9 時30分ごろまで)

花
火
会
場

付
近
の
皆
さ
ん
ヘ

危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

な
ど
に
、
防
災
シ
ー
ト
を
か
け
る
な
ど

安
全
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

周
辺
の
企
業
・

営
業
所
の
皆
さ
ん
ヘ

花
火
壹
天
し
く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

耳
よ
り
情
報

例
年
、
北
佩
(
左
岸
)
堤
防
が
比
較

的
す
い
て
い
ま
す
。
家
族
や
お
友
達
と
、

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
見
る
の
は
、
い

か
が
で
し
よ
ラ
か
。

孔雀花火
昨年好評だった扇形 に広が る孔 雀花火、
今年は5 カ所で打 ち上げ ます。 お楽しみに

問
先
=
観
光
協
会
事
務
局

(区
役
所
・
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

情
報
キ
ャ
ッ
チ
!
!

好
き
で
す
。
あ
・
だ
・
ち

放
映
中

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
の
足
立
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
(
9
チ
ャ
ン
ネ

ル
)
で
足
立
区
の
新
し
い
情
報
提
供
番

組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

身
近
な
話
題
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
ち

ょ
つ
と
お
得
な
情
報
な
ど
を
5
分
間
に

ギ
ュ
ツ
と
廖
と
め
て
、
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
放
送
日
(
7

月
の
予
定
)
】

7
月
1
2
日
㈲
～
7

月
1
8日
⑧

7
月
2
6
曰
囲
～
8

月
1
日
皿

※
以
後
は
隔
週
で
敖
映
し
ま
す

【
放
送
時
間
】

①
9
時
3
0分

②
1
2時
3
0分

③
1
8時
3
0分

問
先
日
広
報
課(

3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

キャスター
牧野 まみさん

足
立
区
長
選
挙
の
結
果

去
る
6
月
2
0曰
に
、
足
立
区
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
鈴
木
怛
年
氏
が
足
立
区
長

に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
得
票
数
、
投
票

率
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
得
票
数
(
得
票
順
・
敬
称
珸
)

鈴
木
恒
年
…
一
三
一
、
九
六
九
票

吉
田
万
三
上

一
四
、
二
二
七
票

そ
の
他

…

三
、
〇
一
三
票

□
投
票
者
数

男
二

一
八
、
五
六
九
票

女
二

三
〇
、
六
四
〇
票

計・
三

四
九
、
二
〇
九
票

□
投
票
率
(
)

内
は
前
回
投
票
萃

男
:
右
・
四一
%
(
3
6・
9
5
%
)

女
…
5
3・
1
0
%
(
4
3・4
2
%
)

計
:
5
0・
1
7
%
(
4
0・1
5
%
)

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/

ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
健
康
術
/
選
挙
豆
知
識

4
・
5
面
▽
高
齢
者
等
実
態
調
査
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/
訪
問
　
足

立
労
働
基
準
監
督
署
/
テ
ス
ト
し
ま
し
た
保
冷
剤

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/
催
し
物
ガ
イ
ド

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
た
ず
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち

区内中小企業支援啓発標語 足立区で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健

福
祉

ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

歯
周
病
健
診

□
2
0歳
～
3
9歳
ま
で
の
区
民

日
程
等
日
表
―

内
容
日
歯
周
病
な
ど

の
歯
科
健
診
/
健
康
教
室
/
相
談

定

員
日
各
3
5人
(
先
售
順
)

申
込
川
希

望
日
を
選
び
電
話
ま
た
は
窓
口
ヘ

□
4
0歳
～
6
0歳
ま
で
の
区
民

場
所
H
区
内
実
施
歯
科
医
院

期
間
日
1
2

年
3
月
3
1日
ま
で

。内
容
H
歯
周
病

な
ど
の
歯
科
健
診

定
員
日
千
人
(
先

着
順
)

申
込
日
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、「
歯
周

訶
健
診
希
芦

と
明
記

※
後
日
、
受

付
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
H
保

健
予
防
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
1
-
1
7
-
1

―
い
ず
れ
も
―

費
用
川
無
料

※
節
目
健
診
に
お
け
る

歯
周
病
予
防
ク
リ
ニ
ッ
ク
奮
莅
述
方

お
よ
び
現
在
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
い
る
な

ど
の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は
除
く

表1　20 歳～39歳の歯周病健診

※ いずれも、受付時間は午後1 時15分
～2 時30分

タ
ン
ク
水
の
水
質
検
査

鉄
サ
ビ
に
よ
る
赤
水
の
発
生
や
細
菌

な
ど
に
よ
る
飲
料
水
の
汚
染
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
受
水
タ
ン
ク
(
受
水
槽
)
を

経
由
し
た
水
の
簡
易
検
査
(
残
留
塩
素

馨
君
鉄
分
)
と
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
検
査
を
希
望
T
る
方
は
、
蛇
口
か

ら
数
分
間
流
し
た
後
、
よ
く
洗
つ
た
容

器
に
水
を
2
0
0四(
牛
乳
ビ
ン
L
本
分
)

程
度
入
れ
て
時
閭
を
お
か
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

日
時
川
7
月
1
2日
～
8

月
3
1日
(
土
・
日
・
祝
B
岑
啄
く
)
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

対
象
日
区
内
受

水
槽
所
有
者
、
管
理
者

費
用
日
無

料

場
・
申
・
問
先
川
足
立
保
健
所
環

境
衛
生
係

(
3
8
5
5
)
0
4
0
9
(

直
通
)

千
住
保
健
所
環
誂
衛
生
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
恬
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
育
園
に
通
つ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
な

く
、
広
ぐ
地
域
の
冢
庭
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
よ
う
に
気
軽
咬

」相
談
く
だ
さ
い
。

経
験
豊
か
な
公
立
、
私
立
保
育
園
の
職

員
が
対
応
し
嫐
歹
(
秘
罌
厳
守
)
。

日
時
日
毎
週
木
眤
日
、
午
前
1
0時
～
午

後
4
時
(
祝
日
は
除
く
)

相
談
方
法
H

電
話
お
よ
び
面
接

場
所
川
公
立
・
私

立
保
育
園
全
園

問
先
日
保
育
指
導
ま

た
は
保
育
振
興
係

健
康
な
骨
は

健
康
な
食
生
活
か
ら
(
2
日
制
)

日
時
川
7
月
2
1日
團
・
3
0日
窗
、
午
後

廴
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
H
1
日

目
…
骨
と
莇
肉
を
无
夫
に
す
る
運
勣
/
2

日
目
…
①
骨
が
折
れ
な
い
食
事
&
カ

ル
シ
ウ
ム
の
上
手
な
と
り
方
実
践
②
そ

の
他
骨
に
よ
い
栄
養
素
と
は

定
員
日
3
0

人

費
用
H
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
江
北
保
健
相
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

出
張
調
理
し
ま
す

調

理

体

験

教

室

知
つ
て
得
す
る
調
理
体
験
教
宰
蚕
出

前
し
ま
す
。食
牛
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(栄

餐
改
善
推
進
員
)
と
と
も
に
、
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日

時
等
日
相
談
に
よ
り
決
定

対
象
H
町

会
・
自
治
会
・
P
T
A
・
自
主
グ
ル
ー

プ
等

内
容
日
子
ど
も
の
健
康
と
食
生

活
ま
た
は
い
つ
も
の
素
材
で
と
る
鉄
た

っ
ぷ
り
ク
ッ
キ
ン
グ
の
い
ず
れ
か

費

用
川
材
料
費
等
実
費
負
担

申
込
日
電

話

申
・
問
先
日
足
立
保
健
所
栄
養
指

導

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(
直
通
)

区
立
保
育
園

パ
ー
ト
職
員

登
録
者
募
集

保
育
園
の
保
育
・
調
理
・
用
務
業
務

に
興
墜
簒
釼
ち
の
方
の
登
録
を
£
待

ち
し
て
い
ま
す
。
勤
務
時
問
ト
ー
日
4

～
8
時
問
(
保
育
は
お
も
に
朝
夕
2
時

閧
ず
つ
の
勤
務
)

採
用
日
保
育
園
で

欠
員
が
あ
り
次
第
、
連
絡
を
い
¥
ヂ

時
給
H
動
務
時
問
帯
に
よ
り
8
2
0円
、8
7
0

円
、
讎
円

申
込
日
電
話
(
随
時
募

集
)

申
・
問
先
日
児
童
調
整
係

現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
　育
成
手
当

児
音
早
当
(
特
例
紿
付
)
・
育
成
手

当

。・足
立
区
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
6
月
に
現
況
届
夲
鳧
出

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
樊
ほ

、6

月
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

先
H
児
童
手
当
係

エ
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

中
学
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
な
が
ら
エ
イ
ズ
の
こ
と
秬
考

え
て
み
ま
せ
か
。
A
L
M
A
の
ゲ
ス
ト

出
演
も
あ
り
ま
す
。

日
時
川
7
月
2
7

日
叫
、
午
後
5
時
3
0分

場
所
日
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
日
無
料

問
先
日
足
立
保
健
所
保

健
予
防
課

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(
直
通
)

女
性
保
健
セ
ミ
ナ
ー

「
と
き
め
き
思
秋
期
5
0

代
の
あ
な
た
へ
」

4
0・
5
0代
は
自
分
啻
と
り
ま
く
環
况

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
家
族
・
男
女

の
関
係
の
変
化
や
、
自
分
に
似
合
う
カ

ラ
よ
荅
甅
畜

」と
に
ょ
り
、
豊
か
に

隻
苳
こ
y
蛬
学
び
会
い
ま
す
。

日

時
等
日
表
2

対
象
日
4
0歳
1
5
0歳
代

の
女
性

定
員
日
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
日
無
料

申
込
川
電
話

申
・
問

先
日
千
住
保
健
所(

3
8
8
8
)
4
2
7
7表2　 女性保健セミ ナー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
2
級
課
程

(
第
3
回
)
1
3
0時
間
コ
ー
ス

日
程
日
8
月
1
9日
～
9
月
2
8日
(
約
2
0

日
間
)

対
象
日
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
働
く
こ
と
を
希
望
f
る
方
お
よ
ぴ

既
に
働
い
て
い
る
方
で
搆
習
期
間
中
全

日
を
通
し
て
受
講
で
き
る
区
民

定
員

日
6
0人
(
一
般
分
3
0人
、
家
政
婦
紹
介

所
等
推
薦
分
3
0人
)

芒

般
分
の
公

開
抽
選
膏
ム
飴
日
廊
、
午
前
1
0時
か

ら
区
役
所
中
央
館
3
0
1会
議
室
で
閧
催
(

出
席
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
)

結
果

は
全
員
に
通
知

費
用
日
1
万
6
千
5
0
0

円
(
テ
キ
ス
ト
代
1
万
5
0
0円
、
実
習
費
6

千
円
)

申
込
日
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
養
成

講
習
受
講
希
芦

と
明
記

期
限
日
7

月
2
1日
必
着

※
複
数
応
募
は
無
効

申
先
日
高
齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

場
・

問
先
日
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

老
人
保
健
法
医
療
制
度
の
ご
案
内

□
(
老
)
の
ご
案
内

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
7
0歳
以

上
の
方
は
、
皆
さ
ん
が
老
人
保
健
法
の

医
療
の
対
象
と
な
口
ま
す
。

一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
6
5歳

以
上
の
方
も
申
請
に
よ
り
考
人
保
健
法

の
医
療
制
度
(
障
害
認
定
)
の
対
象
と

な
n
ま
す
。
一
定
の
障
害
と
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
1
～
3
級
(
4
級
の
一
部

を
含
む
)
、愛
の
手
帳
1
～
―
度
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
幔
1
～
2
級
、
老

人
性
痴
呆
症
等
に
よ
る
認
定
を
受
け
に

方
で
す
。

な
お
、
退
職
国
保
の
方
が
こ
の
手
続

枩
冥
れ
ネ
万
と
一
般
国
保
に
変
更
に

な
¥

ヂ
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、7
月
1
日
か
ら
、H
年
度
の

臨
時
特
例
措
匱
と
し
て
現
在
負
怛
し
て

い
る
外
来
薬
剤
の
一
部
負
担
金
が
免
除

に
な
n
ま
し
た
。
免
除
を
受
け
る
た
め

の
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

な
お
、
外
来
診
療
に
関
す
る
一
部
負

相
亟
(
1
日
に
つ
き
5
3
0円)
は
、
従
来

ど
お
り
医
療
機
関
へ
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

□
(
福
)
の
ご
案
内

対
象
日
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方

…
区
内
に
在
住
の
方
/
6
5曼
ぢ
6
9
歳

ま
で
の
方
/
国
民
健
康
保
険
の
方
、
ま

た
は
、
国
保
以
外
の
保
険
証
の
冢
族
の

方
/
所
得
が
基
準
内
の
方
(
表
3
)
/
生

活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方
/
謬
雖

証
を
持
つ
て
い
な
い
方

都
内
の
医
療
機
関
で
支
払
う
金
額
は
、

外
来
日
一
部
負
担
金
―
回
5
3
0円が
限
度
(

同
じ
医
療
機
関
で
月
4
回
ま
で
)
、
薬

代
目こ
れ
ま
で
と
同
じ
自
己
負
担

※

一
部
適
用
除
外
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

入
院
日
一
部
負
担
金
1
日
1
千
2
0
0円
、

食
事
代
1
日
7
6
0円

※
盖
額
ベ
ッ
ド
代

な
ど
保
険
の
効
か
な
い
も
の
は
全
額
自

己
負
枳
石
彁
リ
ま
す
。
都
外
の
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
一
部
の
医
療

機
関
を
除
き
、
僣
癡

証
は
便
え
ま
せ

ん
。
従
来
通
息
羅
保
険
の
自
己
負
担

分
を
支
払
つ
て
く
だ
さ
い
。
申
躋
に
よ

り
、
健
康
保
険
の
自
己
負
衵
芬
か
ら
檬

の
自
己
負
扣
亟
を
差
し
引
い
た
額
が
戻
2

チ

。
な
お
、
噂
裔

証
敷
蒜

ち

の
方
は
外
来
薬
剤
の
一
部
負
袒
金
は
従

来
ど
需
り
支
払
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。

問

先
日
医
療
助
成
係

表3

所得基準表( 7 月1 日から適用)

・平成10年中の所得です
・扶養が1 人増すごとに38万円加算さ
れます

・税の所得額の計算と異なります

介
護
保
険

Q
&

A

第11回

認
定
後
の
手
続
き

Q
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
ら
、

次
に
利
用
者
は
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
か
?

A
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
か
、

特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
を

逎
M

が
を
、
本
人
が
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
季
y
(
要
支
拏
と
判
断
さ
れ
た

方
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
す
)
。

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
客
父
欝
合
は
、

訪
問
介
護
や
訪
問
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
、
ど
の
く
ら
い
利
用
す
る
の
か
、

ま
た
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
行
つ

て
も
う
つ
の
か
な
ど
を
、
介
護
計
画
と

し
て
作
戉
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
介
護
計
圃
は
、
自
分
で
作
成
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
依
頼
し
、
自
分
や
家
族
の

希
望
傴
峇
取
り
入
れ
た
か
た
ち
で
作

成
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
7

。
そ

の
費
用
は
、
全
額
保
険
給
付
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
者
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
東
京
都
の
指
定
を
受

け
る
予
定
と
な
っ
て
い
聿
す
。

ま
た
、
居
宅
介
謾
支
援
事
業
者
に
介

護
計
画
の
作
嵎
を
依
顆
す
ゑ
答
や
自

分
で
介
簿
肝
圃
を
作
成
し
た
樊
-
、
い

ず
れ
の
場
合
に
も
、
区
に
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

《
介
護
保
険
課
》

選
挙
豆
知
識

在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
が
始
ま
り
ま
し
た

従
来
は
、
日
本
人
で
も
国
内
の
市
町

村
に
住
所
が
な
い
方
は
投
票
で
孝
ま
せ

ん
で
し
た
が
、1
2年
5
月
以
降
に
行
わ

れ
る
国
政
選
挙
か
ら
、
外
国
に
住
む
方

も
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
(
比

例
代
表
選
挙
に
限
る
)
。こ
の
投
票
を
チ

る
た
め
に
必
要
な
在
外
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
録
に
つ
き
、H
年
5
月
か
ら
在
外

公
館
で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
は
随
時
可
能
で
す
か
、
次
の
条
件

夸
す
べ
て
備
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

対
象
目日
本
国
民
で
年
齢
満
2
0

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
/
引
き
続
き
3
ヵ

月
以
上
、
そ
の
住
所
(
外
国
)
を
管
轄

す
る
領
事
官
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
こ
と
/
公
民
権
を
停
止
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

申
請
H
各
在
外
公
館
の

領
亊
窓
口
の
受
付
時
閧
中
に
、
本
人
が

直
接
旅
券
な
ど
必
要
暼
類
を
痔
参

問

先
日
各
在
外
公
館
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
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ひ
と
り
親
家
庭
の
方
ヘ

□
ひ
と
り
親
家
庭
ヘ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
ま
す

対
象
H
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
の

み
は
除
く
)
受
給
資
格
者
で
、
小
学
生

以
下
の
児
音
亶
膏
し
て
い
る
ひ
と
り

想
蕋

内
容
日
親
ま
た
は
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
が
訶
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、
家
事
や
育
恚
軍
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
1
l
t
遺
(
長
期
昃
訶
・
入
院
な

ど
は
対
象
外
)
/
1
度
の
申
請
で
3
回

以
内
、
年
間
2
0回
ま
で
/
午
前
7
時
～

午
後
7
時
の
間
で
渫
響
蒔
間
胥
ほ
4

時
問
を
1
回
と
す
る

申
込
目
診
察

券
な
ど
、
疾
訶
な
ど
秬
証
叨
で
き
る
も

の
と
印
鑑
を
持
参
し
介
護
券
の
甲
請
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、あ
ら

か
じ
め
電
話
申
し
込
み
に
よ
り
代
理
の

方
の
来
所
可
)

□
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
の
助
成

が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

熱
川
、
軽
井
馭
な
ど
1
1カ
所
の
国
民

宿
舎
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外
施

設
・
野
外
活
勦
施
設
8
ヵ
所
が
低
冢
な

料
金
で
利
卅
で
良
汞
す
。
年
度
内
国
民

宿
舍
と
区
施
設
と
2

罸
で
7
泊
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
対
象
日
母
子
ま
た
は
、

父
子
家
庭
の
方
で
児
童
育
成
乖
当
受
給

者
の
方

助
成
金
H
▽
国
民
宿
舎
二

泊
っ
き
に
っ
章
(
人
6
千
4
9
0
円
、
尖
(
a

歳
か
ら
小
学
生
)
5
千
7
7
0
円
を
限
度

と
し
て
助
成

▽
区
施
設
・
:
L泊
に
っ

き
保
養
所
料
金
は
、
大
人
5
千
3
3
0円
、

尖
(
3

歳
よ

学
生
)
2
千
9
3
0円
、

教
育
・
野
外
施
設
利
用
は
、
大
人
3
千
4
0
0

円
、
小
人
(
3
歳
卜
中
学
生
)
1
千
7
0
0

円
を
助
成

※
い
ず
れ
も
助
成
金
を

超
え
る
宿
泊
料
金
は
、
自
己
負
担

申

込
占

国
民
宿
舍
・・・
各
施
設
へ
直
接
予

約
(
必
ず
息
立
区
ひ
と
息
噐
卮
休
養

ホ
ー
ム
利
用
鎰

け
て
、
料
龠
芦
i

確
認
し
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
後
、児
童

手
当
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
の
窓
口

で
、
利
用
券
の
申
請
等
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▽
区
の
施
設
・
:コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
厖

設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

利
用
予
約
手
続
後
、
児
莖
手
当
係
に

「
宿
泊
者
証
明
願
い
」の
用
紙
を
電
話
で

請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
児
莖
扶
養
手
当
証
書
・
児

莖
育
成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、
ひ
と

り
親
で
あ
る
こ
と
を
磴
認
で
き
る
も
の

と
印
鑑
を
痔
参
し
て
く
だ
さ
い

―
い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
川
児
莖
手
当
係
、
各
福
祉
事

務
所
(
表
4
)

表4　 福祉事務所一覧

高
齢
者
の
方
ヘ

病
気
や
障
害
の
あ
る
方
も
い
き
い
き
生
活
す
る
た
め
に

□
高
齢
者
住
宅
改
造
助
成

身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
で
、
日
常

生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め

住
宅
を
改
造
す
る
方
に
改
造
費
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

対
象
日
お
お
む
ね
6
5

歳
以
上
で
日
常
生
活
で
常
時
注
意
を

要
す
る
状
態
に
あ
る
方

種
目
川
浴

室
/
玄
関
等
/
台
所
/
ト
イ
レ
/
居
室

□
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

虚
弱
な
ど
の
高
齢
者
に
、
日
常
生
活

用
具
の
給
付
ま
た
は
貸
し
出
し
を
行
つ

て
い
ま
す
。

対
象
川
お
お
む
ね
6
5歳

以
上
の
寝
た
き
り
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し

な
ど
の
高
齢
者

品
目
目
特
殊
寝
台
/

マ

。ト
レ
ス
/
腰
掛
便
座
/
エ
ア
1
パ

ッ
ト
/
電
磁
調
理
器
/
特
殊
尿
器
/
自

勵
消
火
装
置
/
火
災
報
知
器
/
車
い

す
/
歩
行
器
/
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
ム
/

入
浴
補
助
用
具
/
難
燃
性
寝
具
/
洗
髪

器
/
空
気
清
浄
器
/
ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ

ル
/
介
護
用
リ
フ
ト
/
移
勣
用
バ
ー
/

歩
行
支
援
用
具
/
安
全
杖
/
ス
ロ
1

プ
/
体
位
茖
鍔
/

痴
呆
性
高
齢
者
徘

徊
感
知
器
/
入
浴
担
架
/
バ
ス
マ
ッ
ト

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

対
象
目
心
身
の
衰
え
や
障
害
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
、

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
方
の
い
る
冢
庭

で
、
家
庭
で
の
介
謾
が
困
難
な
方

内

容
日
食
亊
の
世
話
/
衣
類
の
洗
濯
、
補

修
/
住
居
な
ど
の
掃
除
、
整
理
整
と

ん
/
身
の
回
り
の
世
話
/
生
活
必
需
品

の
買
い
物
/
医
療
機
関
と
の
逓
絡
/
通

院
介
助
/
官
公
署
な
ど
の
手
続
き
代
行

な
ど

派
遣
時
間
川
週
2
4時
閧
を
隰
度

と
し
て
調
査
の
う
凡
薇
遣

派
遣
時
間

帯
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
た
だ

し
、
食
事
・
排
せ
つ
・
通
院
・
着
替
え

の
介
助
な
ど
、
特
別
の
必
要
が
あ
る
場

合
は
、
午
前
7
時
～
9
時
(
早
朝
)
/
午

後
5
時
～
9
時
(
夜
閧
)
の
派
遣
も
あ

り
ま
す
。―

い
ず
れ
も
―

生
計
中
心
者
の
所
得
に
応
じ
て
費
用

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
H

各
福
祉
事
務
所
(
表
4
)
ま
た
は
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
5
)

表5　 介護支援センター一覧

ご
存
じ
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

手
帳
で
す

。
障
害

「
視
覚
、
聴
覚
、
平

衡
機
能
、
音
声
、
言
語

、
そ
し
ゃ
く
機

能
、
肢
体
不
自
由

、
心
臓

、
じ
ん
蔵

、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
匱
腸
、
小
腸

、

免
疫
機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、1

～
6

級
の
等
級
が
あ
り
ま
す
。
手
帳
の
交
付

に
必
要
な
診
断
書
(

各
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
)
の
費
用
の

冫ヽ
り
、匸

部
(
内

部
障
害
は
3

千
円

、
そ
の
他
の
障
害
は

2
千
円
が
限
度
)
を
区
が
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
手
嘸
取
得
後
は
、
補
装
具
、
日

常
生
活
用
具
な
ど
の
紿
付
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
日
各

福
祉
事
務
所
(
表
4
)

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各

種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。
障
害
の
程
度
で
1
～
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
川
1
8

歳
以
上
の
方
:
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

　
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1
1
8

歳
未
満
の
方・
:足
立
児
莖
相
談
所

(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
方
は

必
ず
抛
祉
事
務
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

庄
所
が
変
わ
っ
た
と
き
/
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し
た
と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と
き

問
先
目
各
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

(
親
)
・
(
乳
)
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
ヘ

□
自
己
負
担
金
の
還
付

都
外

翼
の
ク
リ
ー
ム
色
の
医
療
証

は
区
外
)
の
医
療
機
関
で

」り
、

医
療
証
を
持
た
ず
に
受
U

づ
に

必
ず
頌
収
咨
(
劑
謝
和
顕
/

保

・
1

数
/
自
己
負
髪
擶
/

診
療
年
月
日
/

医
療
機
関
名
の
記
載
の
あ
る
も
の
)
を

受
け
取
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必

要
な
も
の
川
領
収
書
/
印
鑑
/
申
請
者

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
)
/
図

㈹
医
療
証
/
健
康
保
険
証

□
保
険
証
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き
は

変
更
手
続
き
を

手
続
き
に
は
、
新
し
い
健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
銹
㈹
医
療
証
が
必
要
で
す
。
※

い
ず
れ
も
窓
囗
貫
ほ
郵
送
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
H
児
童
医
療

係

ワンポイ ント健
康

術

【アクアタイムでリフレッシュ( 1) 】

夏といえば水の季節。水( アクア) には隠された不思議な力が
あります。その力を利用すると、陸上では負担の大きい運勣でも
水中では無理なく行えます。
スタミナアップ、ストレス解消、脂肪燃焼、そしてケガをしに

くいアクアエクササイズ( 水中運動) に注目してみませんか。
◎ アクアエクササ イズの効用

抵 抗
水の抵抗が体にや さし い負荷

を生み出す。
勍かす速さ、方向 によって抵

抗の調整が自由自 在。

浮 力
水中では体重が、何と陸上の10
分の1
腰やひざに負担をかけず、リラックス効果も抜群。

水 圧
自然な腹式呼吸 と血液循環を

促進。

水 温
同じ 運動でも陸 上より エネル

ギーを多く消費でき る。

さあ、アクアエクサ サイズのメカニズムを理解した ら、まず始め
は、水に慣れるた めに水の中 を歩き回ることからマ スタ ーし まし
ょう。水の抵抗をし っかり 受け止めることが 基本で す。

( 1) ニーリフト
太ももが水面に対して水平にな
るように持ち上ける( 左右)。
その場で→前後に歩く→走る

( 2) ミュールキック
ひざを厦角に曲げたまま足を後
ろに蹴り上げる( かかとをお尻
につけるように。左右)。
その場で→前後に歩く→走る

( 3) サイドウォーク
両足を開いて横に移 動。

( 4) 足を伸ばしながら前方に蹴り
上げる( 左右)
その場で→前後に 歩く

《体育課》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
9
)

昭
和
5
7年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た

「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
匱
法
」で
は
、

新
た
に
、
国
や
地
方
皀
治
体
が
事
業
を

実
施
す
る
燮
=
に
は
、
そ
の
周
辺
地
域

と
の
一
体
性
を
図
り
、
行
政
の
主
体
性

を
守
豺
笳
ら
公
正
な
運
営
に
努
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
加
わ
り

ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
5
年
問
の
時
限
立
法

で
す
が
、
施
行
5
年
目
の
昭
和
6
1年
p一

月
に
総
理
府
の
附
属
機
関
で
あ
る
地
域

改
善
対
策
協
議
会
が
意
見
具
申
を
し
ま

し
た
。

具
申
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
基
本

的
見
匱
し
を
行
う
中
で
、
な
お
し
ぱ
ら

く
の
間
特
叨
笠
法
措
置
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
樂
歹
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
6
2年
4
月
1

日
か
ら
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に

係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
苣
に
関
す

る
法
律
」
が
5
年
間
の
時
限
立
法
と
し

て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
5
年
間
を
経
過
し
た
の
ち

も
、
就
労
対
策
、
産
業
の
振
興
、
教
育
、

啓
発
等
に
課
關
が
残
つ
て
い
た
た
め
、

こ
の
法
律
は
平
成
9
年
1
月
ま
で
、
さ

ら
に
5
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

問
先
日
同
和
対
策
担
当

戦
没
者
の
妻
・
父
母
等
、

お
よ
び
戦
傷
病
者
の
妻
の
方
ヘ

特
別
給
付
金
の
請
求
期
限
は
9
月
3
0日
で
す

以
下
の
各
号
に
該
当
す
る
方
は
手
続

き
を
お
急
ぎ
ぐ
だ
さ
い
。
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
現
在
、
遺
族
等
へ

の
特
別
給
付
金
(
4
0万
円
)
、
妻
へ
の
特

別
給
付
金
(
1
8
0万円
)
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

□
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金

▽
第
1
8回
「い
号
」
(
支
給
額
日
障

害
の
程
麌
な
ど
に
よ
り
1
5万
円
か
ら
9
0

万
円
)
▽
第
1
3回
「
る
号
」
(
支
給
額
日

5
万
円
)

□
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

▽
第
4
回
「つ
号
」
(
支
給
額
口
6
0万

円
)

▽
第
1
0回
「
を
号
」
(
支
紿
額
日
1
2
0

万
円
)
▽
第
1
7回
「
は
号
」
(
支
紿

額
川
1
8
0
万
円
)

□
戦
没
者
の
父
母
・
柤
父
母
に
対
す
る

特
別
給
付
金

第
1
6回
「
に
号
」
(
支
給

額
日
9
0万
円
)

申
・
問
先
川
民
生
係
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介
護
保
険
制
度
実
施
に
向
け
て

高
齢
者
等
実
態
調
査
結
果
ま
と
ま
る

6
5纎
以
上
の
高
齢
者
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
か
1
4
%を
超
・え
た
社
会
は
『高
齢
社

会
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
立
区
も
平
成
n
年
1
月
1
日
現
在
の
総
人
口
6
3万
6
千
4
1

人
に
対
し
、
6
5麿
以
上
の
高
齢
者
は
8
万
9
千
1
3人
(
1
4
%
)と
な
り
、
高
齢
社
会

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
1
0年
後
に
は
即
%
を
超
え
る
こ
と
か
推
計
さ

れ
て
お
り
。区
民
の
5
人
に
1
人
か
高
齢
者
の
時
代
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
1
2準
4
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
向
け
、
区
内
の
高
齢
者
の
5
千

人
を
対
康
に
日
常
生
活
の
状
況
や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
車
网
な
ど
に
つ
い
て
、

昨
年
8
月
か
ら
1
0月
に
調
査
を
し
ま
し
た
。

爾
査
は
、
最
初
に
「
高
齢
者
一
般
銅
査
」
を
行
い
、
次
に
そ
の
回
答
か
ら
薺
綴
護
状

態
の
可
能
性
か
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
人
の
中
で
、
『
在
宅
者
』
と
『
鹿
設
入
所
者
』
に
分

け
て
さ
ら
に
く
わ
し
い
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

※ 回 答 結 果 は 、百 分率( %) で 算 出

し 、 小 齔 点 以 下弟2 位を 四 捨 五 入1

し て い る た め 、合 計が| ㈲% に な ら

な い 場 合 力‘ あI」ま す
高齢者一般調査

【介 護 者の 有 無】

病 気 や け が で た お れ た 聯 合に 世話 を し て く れ る 人 の 有 無 に つ

い て は 、 全 体 の8 働 以 卜 かr い る 』 と 答 え てい ま す。

家族構成別介護者の有無

【家族 構成 】

「 ひ とり 暮ら し 」14. 3% と 「夫 蝪 の

みJ 36. 2% で、 半 数 を占 めて い ま す。

【健 康状 態 】

「 たい し た 病気 や 障 害 も な く 、 曹 通 に 生 活 し てい るJ r 婀 気 や

障 害 はあ る が 、 日 常 生 活 は ほ ぼ 自 分 で 行 える し 、 外 出も ひ と り
で でき る

』を
合 わ せ る と 、独 力 で 生 活 、外 出 で き る 人 が8 椡 以 上

に なり ま す。 ぷ

① た い し た 病 気 や 障 害 も なく 、 番 通に 生 活 し て い る
② 病気 や 障 害 は あ る か 、日 常 生 活 はほ ぼ 自 分 で 行 え る し 、 外 出

も ひ と り で で き る

③ 家 の 中 で の 生 活 は お お む ね自 分 でで き る か 外 出 は ひ とり で は

でき な い
④ 家 の 中 で の 生 活 は 誰 ガ の 手肋 け があ れ ば で き る が 、 ベッ ドt

での 生 活が ほ と ん ど

⑤ ト イ レ 、 良 事 、 魯 魯 え な ど 介肋 が 必要 で 、1 日 中 ベ ッド の 上

にい る

⑤ 憮 回 答

【か かり つ け医 の有 無 】

8 劃 近< の人 に か がり つ け 医 がい る

こ と かわ か り まし た。

【サー ビ スの利 用 意向 】

今 後 利 用し た い サ ービ スは 、「 高冊 者

柵 祉 手 当j 39. 096 と 最も 多 く 、 次 にr 訪
周 着 爾 サ ービ ス 」32. 6%、「保 餮 書 祉 の|

相 岐 」31. 6% の 願 と なり ま す。

【介護 保 険の 周知 度 等 】

保 険 料 や1 割 自 己 負 担 につ い て は 、 半 敬 詆 卜 が 知 ら な いj と 各 え て い

ま す。 また 、 サ ービ スの あ り 方 に つ い て は 。『 平 均 的 な 保険 科 で平 均 的 な 介

飃 サ ー ビ ス
』 を

希 圃 す る人 が 最も 多 く 、34. 7% を 占 め てい ま す。

保険料と介護サービスのあり方について

要援護
等 の在宅 高 齢 者調 査

【
生
活
全
体
の
状
況
】

① 自 力 で は 寝 返り も う て な い

② 自 力 で 寝 返り を う つ こ と が で き る

③ 手 助 けさ れ オl jま車 椅子 に 移る こ とが で きる

④車 椅子 に移って 食事、排 せつ 唆 ラ戈 とか できる

⑥ 外 出 の 回 数は 少 なく 日 中も 寝た り 起き たり の 生 活

⑥ 手 助け かあれ ば外 出で きる し日 中は ベッド から 離 れてい る

岔躙 近 所 へ な ら 外 出 する

⑧ バ ス 、 電 車 な ど を 利 用し て 外 出 で き る 程 度

【介護 者 の続 柄 ・年 齢 】

介 護者 が い る町 合の 鋳 柄 は 、「 配 偶 者 」 が 最 も 多く 、『 同居

の 子ど も
』
「 同 居 の 子と も の 配 偶 者 』な ど で 大 半を 占 め てい ま

す。
介 膜き の 年 齢 は50 砲 代( 21. 6%) 、60 廐代( 18. 7%) を 中 心

に 、70畿 阯t で は20 、4%にも な り 、 介 瀰 す る 偽 も 高 齢化 が 進

ん でい ます 。

【寝 たき り の期 間 ・ 介護 期 間】

寝 た きり の 期間 は 「5 年 以上 」 か 最 も 多く 。霞 期 に渡

っ て い ま す 。

介護期間も「5～10年」が最も多く、90年以上」も1

割以 上 と 、 介 護を 始 め て か ら の 期 間 が や はり 長 期|こ 渡っ

て い ま す 。

寝 たきりの期間

介護期間

【介護で困っていること ・

特に大 変なこと
】

困っ て い る こ と ば 精 神 的肉 体 的|こ麦 れ るj 「 時 問 的

余 裕が な いJ 『 目 が 離 せな い
』な ど

が 多< あ げら れ てい
ま す。 ま た 、 大 変 な こ と は 『 用堅

』
『 食 事

』
「 入 浴

』
の

世 話の 順 に な っ て い ま す 。

介護で困っていること

耳神的肉体 的に疲
れる

時 間的 余裕かない

自 か 皿 せ な い

急な用 事の 畴みてく
れる人 かいない

睡 事かでさ ない、
影魯がある

【保健福祉サービスの利用状況と利用意向 】

『 今 後 サ ービ スを 利 用し た い 』と 「 サ ービ ス を利 用し

たこ と が あ る 」 の 上 位6 位 は 同 じ サ ー ビ ス が あ げら れ て

い ま す。

施設入所者調査
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

、
甼
(

保
健

施
設

。
療
養
型
襦
床
群
等
に
い
乙
戸
皆

え
た
人
に
つ
い
て
調
奔

旨

じ

た

。

各
鳫
緯
ほ

、
次
り

夭

な

施
設
で
す

。

▽
特
別
養
護
孝
入
ホ
ー
ム
・・・
常
に
介
護

が
必
要
で
自
宅
で
の
介
護
が
困
雕

な
場

合
に
利
用
し
嫐
歹

▽
参
入
保
健
施
設

・・
・
綢
気
や
け

が
な
ど
の
治
療
の
後

、
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
麥
必
要
と
チ

る
方
が
利
氓

無

筆

す

マ
療
養
型
病

床
群
等
・
・・
治

療
だ
け
で

な
く
、
長
期
に

わ
た
る
療
養
や
介
詈

必
要
夲

る
方

が
利
用
で
參

ポ
歹

【入所 期 間 】

特 別 養 護老 人 ホ ム 「5 年 以 上 、、 老 人 保 健 施 設 「1 年 未 満 ふ 療

養 型 病床 群 等「2 年 妛 ● 」と 鍛 も 多 い 入 所 期 間 に は そ れ ぞ れ 違い が

あり ま す。 ※ 入 所 期間 は通 算 年 数 で す

【寝 たき り の 期間 】

特別 養 護 老 人 ホ ーム の 「5 年 以 上
』36. 3% が 特

に目 立ち ま すが 、

老 人 保 健 施 設 、 療 養 型 病床 群 等 も 約2 割 に の ぽ り ま す 。
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で 閲 覧 で き ま す

調査に関するお問い合わせは

介護保険課へ
3880- 5111㈹

調
査
結
果
は

介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映

高
齢
者
に
と
っ
て

、
健
康
で
い
き
い

忝
と
し
た
恚

冢

選
れ
る
こ
と
は
、
向

去

矢

切
な
こ
と
で
T

。
高
齢
者
の
多

く
が
、
生
れ
育
祭

咥

じ

て
袁

地

域

で
乕
ら
し
綉
け
る
こ
と
蕚
個
ん
で
い
ま

す
。
も
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

っ
て

も
口
ら
の
意
吸

占

立
し
、
住
み

慣
れ
た
足
立
区
で
安
心
し
て
譽

暃

る

ぷ
つ
に
、
質
、
量
と
も
に
介
護
サ
ー
ピ

ス
の
蚤

寥
區

盾
U

て
い
か
な
く
ア
ほ

な
り
ま

せ
ん
。

手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
力
は
ど
9

写

な

サ
ー
ビ
ス
を
求

め
、
市
卮

、

ど
の
く
ら
い
の
サ

ー
ビ
ス
が
蠧

歹

な

る
の
か
。
ま
も
な
く
始
ま
る
介
護
保
険

制
度
が
区
民
の

哲
戻
ん

に
と
っ
て
最
も

留
ま
し
い
も
の

に
な
る

ぷ
つ
、
こ
の
譌

菎

渠

を
棊
に

高
齢
者
の
生
活
に
密
桷

し
た
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
、
学

識
経
験
者
や
各
専
門
家
、
区
民
代
表
の

方
々
と

爬
溟
し
て
い
癶
藁
す
。
ま
た
、

現
在
「
地
域
保
鬮
砺
祉
計
画
」
の
見
直

し
も
行
っ
て
い
ポ
畳

。

保
健
、
福
祉
。
医
療
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
介
護
保
険
劇
震
が
高
齢
者
本

人
や
地
域
に
密
壽
し
た
も
の
に
な

や
ぶ

う
、
こ
の
調
査
結
果
を
屁
用
し
て
い

き

ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
か
と

双

ぎ

い
ま
し
た
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
テ
ス
ト
し
ま
し
た

保
冷
剤
と
上
手
な
保
冷
の
仕
方

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
、
あ
る
い
は
日

常

の
買
い

物
な
ど
で
も
、
冷
蔵
品
や
冷
凍

品
を
目
的
地
ま
で
運
ぶ
磯
会
か
多
く
な

叮
汞

し
た
。
そ
こ
で

、
足
立
区
な
ど
瓦

区
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
合
同
で
保
冷

剤
や
ク
ー
ラ

ー
ボ
ッ
ク
ス

、
保
冷
バ
ッ

グ
な
ど
の
保
険
効
果
の
程
度
や
。
ド
率

に
保
冷
す
る
に
は
ど
の
ぷ
7

な
万
法
が

有
聊
な
の
か
杏

ア
ス
ト
」
¥
じ

た
。

テ
ス
ト
し
た
商
品

マ
保
冷
剤
…
ケ

ー
ス
状
保
冷
剤
/

マ
ッ

ト
状
保
冷
剤

▽
保
冷
容
器
・
・・
ク
ー
ラ

ー
ボ
ッ
ク
ス
(
杳

重
1
6
e
)
/
保
冷
バ
ッ

グ

▽
モ

デ
ル
冷
蔵
食
品
(

事
前
に
5

で
ま
で

冷
却
)
9

㎏

テ
ス
ト
結
果

▽
堡
m

剤
の
冷
凍
所
要
時
間
・
・・
通
常

、

冷
凍
直

は
調
整
つ

ま
み
等
を
『
中
1

で
I

ぶ
て

ご
で

使
用
し
て
い
ま
す
か

、

保
冷
剤
の
冷
凍
は
『
強
(
圃
で
以
下
)
七

行
い
ま
し
た

。

メ

ー
カ
ー
説
明
の
多
く
は

冷
凍
所
要

時
間
、
6
ふ

衂

間
前
瞋
と
記
載
さ
れ

て
い
眼

了
が
、
ケ
ー
ス
状
保
冷
剤
は
1
0

時
間
以
上

、
マ
ッ
ト
状
保
冷
剤
は
2
4
時

間
以
上
か
か
n
ま
r
た

。
ど
ち
ら
も

一

昼
夜
(
2
0
-
2
4時
間
)
以
上
が
狸

爾
手

。

▽
堡

霸

の
使
用
一
・
・・
市
販
品
の

表
示

例
で
は
容
積
1
6
?
に
ケ
ー
ス
状
保
冷
剤

は
L
(
l
k
g
)

な
ら
I

個

、S
(
S
a
)

な
ら
2

個

、1
2卮
は
M
(

裔
g
)
I

個

で

、1
0
時
問
有
聊
と
い
う
の
が
一
般
的

で
す

。

▽
堡
m
剤
の
置
き
方
と
保
冷
効
果
・・
・
ク

ー
ラ

ー
ボ
ッ
ク
ス
は

。
保
冷
剤
M
2

個

を
上
に
並
べ
て
匱
い
た
と
覗
か
最
も
効

果
が
あ
n
ふ
r
だ

。
た
だ
し

、
真
夏
の

車
内
な
ど
5
0で
近
ぐ

の

高
温
に
か
葛

場
合

は

、
上
郡
と
下
部
に

保
冷
剤
M

を
L
傴
ず

つ
置
い
た
ほ
4
か

効

果
的
で
罵

い
ろ
い

ろ
1

罟

方
で
み
た

と
菩

、1
0
℃
以
下
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る

の
は
場
所
に
よ
っ
て

l

時
問
1
1
0
時
間
の
幅
か
あ
口
ま
じ

た

が

、
保
冷
剤
に
接
触
し
て
い
る
部
分
以

外
は
1
0
℃
以
下
に
な
ら
な
い
所
冢
あ

ひ

肖
保
冷
バ
ッ
グ
で
は

、5
で
の

冷
蔵
品

を
収
納
し
た
場
合
。1
0
℃
ま
で
の
保
冷

時
間
が
保
冷
剤
な
し
で
ほ
2
0
分

、
保
冷

剤
を
入
れ
る
と
8
0分
に
な
り

、
冷
蔵
品

を
新
聞
紙
で

勾
笳

で
入
れ
る

と
さ
ら
に

俥
瑟

巴

た

。

消
費
者
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス

▽
食
品
は
あ
兌

ご

め
冷
蔵
堕
(
冷
凍

麕
)
で
十
分
に
冷
や
」¥
C

よ
う

。

※
2
0
で
の
食
品
を
5
℃
ま
で
冷
や
す
の

に
2
4
時
間
四
ヱ
か
か
口
ま
し
た
▽
巾

内
な
ど
の
高
温
に
な
る
場
所
で
は
、1
0

で
以
下
を
保
つ
こ
と
が
で
青
る
の
腿
、
。

時
間
く
ら
い
ま
で
と
耄
疋
で
お
き
ま
し

ょ
う
。▽
傷
み
や
す
い
も
の
は
、保

冷
剤
に
接
触
さ
せ
、周
囲
を
涓
の
食
品

で
囲
む
な
ど
の
エ
夫
膏
て
?
傴
冷
効

果
が
高
ま
Q

重

す
o
V

保
冷
バ
ッ
グ

の
長
時
間
保
冷
効
果
は
嵒

丙

覇

待
で

膏
汞
せ
ん
が

。
食
品
を
新
聞
峨
で
包
む

な
ど
の
簡
単
な
工
夫
も
有
効
ぶ
J

。

問
先
卜
消
賢
者
セ
ン
タ
ー

昔
(
1
)
1
5

訪
問
足
立
労
働
基
準
監
督
署

5
年
前
に

移
転

労
働
基
凖
監
督
薔
は
又
席
ど
氾

り
、

会
社
で
働
く
人
た
ち
の
労
働
条
件
・
職

場
環
膺
が
適
正
に
守
ら
れ
て
い
る
か
、

な
ど
蔘
藍

督
し
て
、
ま
た
そ
の

相
談
窓

口
と
な
っ
て
い
る
と
冫

早

手

。

千
庄
河
原
町
に
あ
っ
`
定
立
労
働
基

皐
監
督
籌
は
、
平
成
6

年
に
千
佳
旭
町

に
移
り
、
足

立
税
務
蓼
と
2

局

庁
舎

と

な
n
ま

し
た
。
都
内
に
は
1
8力
所
の

労
働
基
準
監
督
署
が

の
ひ
、
そ
の
う
ち

足
立
労
働
基
準
取
9

祠
は
、
足
立
区
と

荒
川
区
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
目

指
し
て

昨
年
度
に
は
爾

芻

妲

基
準

監
督
局

お
よ
び
管
内
1
8の
労

髻

籌
露
唇

筈
に

寄
せ
ら
れ
た
、
亭
某
主
ぬ
労

働
者
か
ら

の
相
談
は
、
約
2
0万

陛
に
及
び
ま
し
た
。

賃
金
が
正

し
く
支
払
p

れ
て
い
忝

か
、

労
働
時
間
が
{
7
り
れ
て
い
る
か
、
労
働

災
害
を
防
ぐ
た
め
の
職
場
の
安
全
衛
生

面
は
十
分
か
、
労
働

者
の
健
康
つ
く
り

の
た
め
に
各
種
健
康
診
断
は
行
っ
て
い

忝
呎

な
ど
様
々
な
面
か
ら
石

柱
と

労

働
者
を
見
守

つ
て
い
ホ
て

近
年
の
厳

し
い
経
済
情

勢
腿
だ
立
区

で
も
例
外
で

は
な
く
、
会

社
廁
産
な
ど

に
伴
う
解
雇
や
、
負
金
不
払
い
の
相
談

が
刎
】ズ
で

い
ま
す
。
足
立
劬
働
本
準
監

僻
菁
で
は
、
昨
年
度
に
は
瞋
件
以
上
の

定
鄙

蜀

や
、
涓
阮

工

鍵

害
ぽ
I

腎
、
里

屋

霽

、
災
害
調
査
、
再
監
舛

な
ど
蚕

打
い
、
こ
う
じ

た
間
嘔
を
禾
然

に
防
ぐ
た
め
の
労
働
条
件
の
向
上
の
推

進
に
努
め
て
い
ま

す
。

変
わ
り
ま
し
た

平
虞
1
0
年
1
0
月
1
日
か
ら
労
働
基
牟

法
が
改
正
さ
れ
て

、
労
働
基
準
監
腎
著

の
肌
理
で
膏
る

範
囲

が
広
が
2
C

た
。

労
便
紛
争
の
解
決
の

援
助
街
a

と
い
う

も
の
人

相
談
者
に
対
し
て
の
耨
曚
策

な
べ

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
4
る

ぷ
つ
に
な
n
乖
r
だ

。
不
況
ト
ラ

ブ
ル

が
名
発
し
、
{
i

条
件
が
厳
し
ぺ

過

労
死
も
嫻
え

て
い
亟

現
在
、「
ト
ラ

ブ
ル

や
事
故

が
起
き
た
ら
す
ぐ
に
相
諦
に
来

て
襦
し
い
心
と
の
こ
と
で
す
。

問
先
卜
足
立
労
働
基
準
監
督
署
(
千
住

旭
町
4
-
2
1
足
立
地
方
合
同
庁
舎
4

階
)

昔
(
3
a
2
)
1
4

▲ 合同 庁舎 の4 階 が足 立 労動

基凖 監 督署 で す

▲ 事 業主 や 労働 者か らの

相 談に 対 応

学
校
ア
ル

バ

ム

弘道小学校
西綾瀬4- 7- 27

【
教
育
目
標
】

教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
に
基
つ

き
、
意
欲
を
痔
ち

、
徳
性
・
知
性
・
体

力
の
調
和
り
こ
れ
た
人
間
性
釁
か
で

、

広
く
国
際
社
命
に
牛
き
や
(

間
と
し
て

の

基
礎
的
・
矛
{
的
資
質
の

可
成
を
口

指
し
、
叡
育
の
目
標
を
定
り
(
'
。

・
進
ん
で
行
勵
す
恚
甼

・
た
く
禹

し
い

子

・
思
い
や
り
の

多

萃

・
よ
く
謇

稾

手

【
沿
革
】

▽
明
治
H

年
か
月

弘
逎
小
学
校
と
し

て
開
校

▽
昭
和
7

年
1
0
月

弘
准
尋

常
鬲
等
小
学
松
丸

茗

▽
昭
和
1
0
年
1
0

月

弘
道
尋

常
小
学
校
と
な
名

▽

昭
和
扨
T

月

弘
逎
小
学
校
丸

茗

▽
昭
和
迴

百

月

苙
反
野
小
学
校
分

離
開
校

▽
昭
和
3
7
年
4

月

峻
瀬
小

学
校
分
離
開
校

▽
昭
和
扣
年
1
月

弘
逎
第
一
小
学
校
分
曜
開
校
V

昭
和
5
1

年
1
月

緑
化
指
窖

夢
な

り
1
9
4本

植
樹

▽
平
成
?
6

年
厦

東
京
都

蘭
全
育
虞
研
究
推
進
校
(

教
育
相
談
)

▽
平
成
1
0
年
5
月

創
立
1
2
0周
年
記
念

▽
平
成
H

年
1
月
末
現
在

卒
業
生
総

数
9
千
昃

▽
平
成
H

年
―
月
現
在
1
2

誉

气

児
璽

数
粡
人

【
洞
澤
弘
敏
校
長
か
ら
】

弘
逎
厘
ぶ
り
の
梅
(
校
章
)
か
鴈

蔔
で
高
貴
な
薫
り
(
学
問
)
夲
徽
わ
せ

て
い
ネ
y
。
弘
道
の
名
の
冫
こ
く
『
人

は
よ
く
眉
を
弘
む
』
(
孔

子
)
こ
そ
、
こ

れ
か
ら
の
孚

ど
石

の
生
意

収
冫

。

第十一中学校
弘道1- 38- 15

【
教
育
目
標
】

・
広
い
衵
野

に
た
ち
、
深
く
考
4

夕
人

に
な
Q

つ

・
あ
た
た
か
い
思
い
や
n
忝
痔
ち
。
心

に
う
る
お
い
の

萱

ズ

に
な
9

つ

・
參
(

で
も
の
冫

と
靨

行
い

、
力
い
っ

ぱ
い
努
力
す
る

入
に
な
々
つ

・
儺
原
な
か
臭

卷

つ
く
り

、
明
る
い

心
夲
痔

っ
た
人
に
な
る
つ

本
校
の
教
育
目
標
に
羃
う

き
、「
知
性

豊
か
な
人
」
「
心
装
か
な
ふ

「
意
欲

あ
る
人
匸

心
身
の
健
零

み

ち

る
こ
と
忝
屁
し
て
、
学
校
教
育
夲
擾

進

す
る
。

【
沿
革
】

▽
昭
和
2
2
年
4
月

都
立
江
北
中
学
校
(

江
北
高
校
)

借
用

校
舎
に
て

授
業
閲

始

∇
昭
和
2
4年
4
月

現
在
地
(
旧

私
立
東
洋
学
園
)
に
移
転

▽
昭
和
3
2

年
5
月

消
防
総
監
賞
受
賞

▽
昭
和
3
9

年
4
月

東
稜
瀬
中
学
校
分
畷
開
校

▽
昭
和
4
8年
4
月

青
井
中
学
校
分
喬

開
校

▽
平
成
9
年
H
月

創
立
5
0周

年
記
念

▽
平
成
1
1年
1
月
末
現
在

卒
業
生
総
数
1
万
5
千
9
人

マ
平
成
H

年
l
月
現
在
1
3
学
級
、
牛
狸
数
4
7
2

人【
千
葉
俊
治
校
長
か
ら
】

本
校
の
朝
は
、
子
ど
わ
た
な
り
気
持

ち
よ
い
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
。
歡
堅

で
は
、
牟瑶
學
活
に
軅
い
て
朝
読
書
の

時
間
と
な
り
ま
す
。
本
年
は
、
学
校
の

工
夫
と
籾
羣
の
方
の
ご
唄
力
刄

特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
そ
目
粨
U
て
い
ネ
罵
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く

ら

し

の
情
報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

年

金

障
害
基
礎
年
金

「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
詆
瞿
4

蒼
受
け
て
い
る
次
の

方
に
、「
現
況
届
」の
用
紙
(
ハ
ガ
キ
形

式
)
を
a
月
3
0日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

対
象
=
2
0歳
前
の
訶
気
や
ケ
ガ
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
/
福
祉
年
金

か
ら
蒭
基
哭
叭
れ
た
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
者

「
現
況
届
」
は
引
き
続
き
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
ず
7
月
3
0

日
ま
で
に
国
民
年
金
課
給
付
係
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

。
な
お

、
同
時
に

「
所

得
審
李

も
行
い
ま
す
の
で

、
所
得
が

な
い
樊

に
で
も
、
未
申
告
の
方
は
、
前

年
分
(
1
0
年
中
)
の
所
得
に
つ
い
て
区

民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
(

平
成
1
1一
年
1

月
1
日
現
在
の
住

所
地
で
行
つ
て
く
だ
さ
い
)
。

問
先
=

給
付
係

老
後
の
た
め
の
助
け
合
い
!
!

国
民
年
金
の
手
続
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま

で
の
万
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
樊
ごの
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
レ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

□
国
民
年
金
に
加
入
を

ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、

会
社
な
ど
を
や
め
て
厚
生
年
兪
な
ど
の

資
格
を
喪
失
し
た
ま
ま
の
方
、
自
営
業

者
に
な
っ
た
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

□
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
を

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、
就

職
し
、
厚
生
年
兪
な
ど
に
加
入
し
た
と

き
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が

必
要
ア
夛
。

□
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
兪
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方

の
扶
養
と
な
っ
た
配
偶
者
の
方
は
、
手

慓
篆
夛
る
だ
け
で
国
民
年
金
第
3
号

被
保
険
者
(
自
ら
保
険
料
の
納
付
は
あ

り
ま
せ
ん
)
に
な
り
ま
す
。

□
将
来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

2
0歳
～
3
4歳
で
、
厚
生
年
金
・
共
済

樊
J
の
い
ず
れ
の
年
金
に
も
加
入
し
て

い
な
い
方
で
、
国
民
年
金
加
入
の
届
け

出
を
し
て
い
な
い
方
に
基
礎
年
金
番
号

を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
年
金
手

帳
と
納
付
書
を
お
送
9
¥

す
。
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

問
先
=
適
用
係

皆
さ
ん
の
保
険
料
を
生
か
す

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
年
金
積

立
金
還
元
融
資
」
を
受
け
て
建
膜
さ
れ

る
お
も
な
施
設
=
千
住
保
健
所
(
1
1年
1
2

月
閧
設
予
定
)

問
先
=
推
進
係

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
登
汪

、
自
営
業
な
ど
の

方
が
豊
か
な
老
後
を
実
現
す
る
た
め
に

基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を
行
う
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。

対
象
=
2
0歳
以

上
6
0歳
未
満
の
第
1
号
被
保
険
者

掛
け
金
は
、
選
択
す
る
給
付
の
型
・

口
数
お
よ
び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て

決
ま
り
、
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
掛
け
金
は
全

額
社
会
保
険
料
控
除
と
彁
リ
、
支
給
さ

れ
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

と
な
ゑ
苔
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
。

申
・
問
先
=
国
民
年
金
課

推
進
係
ま
た
は
東
京
都
国
民
年
金
跟
亟

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

国

保

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
き
ま
り
ま
す

□
7
月
2
1日
に
「
国
民
健
康
保
険
料
決

定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す

1
1年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴
い
、
今

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま
り
ま

す
。
決
定
通
知
書
と
、
7
月
～
9
月
分

納
付
書
お
よ
び
一
括
払
込
用
(
7
月
～
3

月
全
納
用
)
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、
1
1年
度
住
民
税
が
確
定
し

て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ
て
い
る
場

合
な
ど
)
は
、
1
0年
度
住
民
税
に
基
づ

い
て
計
算
し
て
あ
り
聿
す
。
こ
の
場
合

は
、
今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点

で
、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
納
入

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
先
=

資
格
賦
課
係

教

育

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
孑
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
卜
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
よ
矇
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

教
育
研
究
所
の
臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
の
た
め
、
8
月
1
日

囲
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
先
=
教

育
研
究
所

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

生

活

環

境

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案
を
縦

覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係

の
あ
る
方
は
、
区
長
に
対
し
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
岑
ま
す
。

□
千
住
弥
生
公
園
の
廃
止
に
伴
う
決
定

お
よ
び
変
更
等

都
市
計
画
公
園
の
変
更

▽
千
住
弥
生
公
園
の
廃
止

▽
梅
島
二

丁
目
公
園
の
廃
止

▽
ベ
ル
モ
ン
ト
公

園
の
追
加

▽
梅
島
東
公
園
の
迴
加

地
区
計
画
等
の
決
定
お
よ
び
変
更

▽
梅
島
一
丁
目
地
区
地
区
計
圃
の
決
定

▽
梅
島
地
区
地
区
計
固
の
変
更

▽
国

道
4
号
A
地
区
(
日
光
街
道
)
沿
道
地

区
計
画
の
変
更

区
域
=
梅
島
一
、
二

丁
目
各
地
内
(
お
お
む
ね
都
市
計
画
千

住
弥
生
公
園
の
区
域
)

□
関
連
法
令
の
改
正
に
伴
う
変
更

地
区
計
画
の
変
更

▽
伊
興
町
前
沼
地
区

▽
竹
ノ
塚
駅
西

口
地
区

▽
高
野
地
区

▽
小
台
一
丁

目
地
区

▽
花
畑
北
部
地
区

▽
島
根

四
丁
目
地
区

沿
道
地
区
計
画
の
変
更

▽
足
立
区
環
状
七
号
線
A
・
B
・
C
・
D

地
区

▽
国
道
4
号
A
・
B
地
区
(

日
光
§
道
)

高
度
地
区
の
変
更

区
域
=
全
毓

※

関
連
法
令
の
改
正
に
伴
う
地
区
計
画

等
・
高
度
地
区
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

先
の
風
営
法
・
建
築
基
羣
法
の
改
正
に

伴
う
も
の
で
、
区
域
お
よ
ぴ
制
限
の
実

質
的
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

□
常
磐
新
線
に
関
連
す
る
高
度
地
区
の

変
更

区
域
目
千
住
旭
町
地
内
(
お
お

む
ね
北
千
住
駅
構
内
)

―
い
ず
れ
も
―

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
問
=
7
月
1
2

日
恚
J
囗

縦
覧
・
意
見
書
提
出
・・

問
先
=
都
市
計
画
係

ご
存
じ
で
す
か
　
沿
道
地
区
計
画
制
度

交
通
騒
音
に
ょ
吟
生
じ
る
障
害
の
防

止
と
適
正
で
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
国
道
4
号
(
荒
川
以

北
)
と
環
状
七
号
楾
沿
道
の
沿
道
地
区

計
画
を
定
め
て
ぃ
ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の

お
お
む
ね
3
0
m
)で
次
の
行
為
を
行
う

擶
ほ

、
建
築
厮
認
申
請
と
は
別
に
当

該
行
為
の
着
手
の
3
0日
前
ま
で
に
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
=
①

土
地
区
画
形
質
の
変
更

②
建
築
物
の

新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

③
建
築
物

の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠
の
変
更

ま
た
、
沿
道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例

施
行
前
に
建
簗
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
は
、
居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
の
防
音
工
事
費
の
一
部

助
成
制
度
や
騒
音
が
背
後
へ
通
り
抜
け

な
い
よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)
に

す
る
た
め
の
廸
築
費
な
ど
を
一
部
助
成

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
先
=
防

災
ま
石
づ
く
り
係

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
1
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
水
洗
化
工
事
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

問

先
=
計
画
調
整
課
助
成
係
ま
た
は
下
水

道
笳
北
部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
1表1　 水洗化可能地域

都市農業公園の
臨時休園

園内設備点検・殺虫消毒
作業等のため、臨時休園し
ます。休園に伴い、駐車場
などの園内各施設もお休み
します。 休園日=7 月14
日團 問先= 都市晨業公園

3853―4114

扇一丁目第二児童遊園が

廃園になります

扇一丁目第二児童遊園(
扇一丁目26番3 号)は、都
営住宅建て替えのため、7
月15日に廃園となります。
ご理解とご協力をお願いし
ます。 問先= 公園緑地課

掲
示
板

□
浴
場
組
合
足
立
支
部
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
芸
人
募
集

内
容
=
落
語
、手
品
、腹

話
術
な
ど

場
所
=
区
内
の
銭
湯

※

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
=
各
浴
場
樊
Q
(
午
後
)

千
住

　
ハ
3
8
8
1
)
5
8
6
9

西
新
井

　
(
3
8
9
0
)
7
3
1
0

綾
瀬

　
(
3
6
0
6
)
7
3
1
9

□
無
料
法
律
・
公
証
・
人
権
相
談
所
お

よ
び
子
ど
も
の
人
権
相
談
所

日
時
=
7

月
1
4日
團
・
1
5日
團
、
午
前
1
0時
1
5

分
～
午
後
4
時
(
受
け
付
け
は
午
後
3

時
3
0分
ま
で
)

場
所
=
西
武
百
貨
店

池
袋
店
7
階

問
先
=
東
京
法
務
局
人

権
擁
護
部
第
三
課(

3
2
1
4
)
6
6
9
7

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

▽
3

級
・
:日
程
=
7
月
1
9日
～
8
月
1
6曰
(
8

日
閧
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
所
=
区
役
所

定
員
=
3
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話
(
7
月
1
0日
午
前
1
0

時
か
ら
)

申
・
問
先
=
東
京
高
齢

協
足
立
地
域
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
0
4
5
7

▽
2
凖
=
日
程
川
8
月
2
日
～
9
月
2
9

日
(
全
2
2日
)

申
込
=
申
込
書
を
鳧

出

期
限
=
7
月
3
0日
問
先
=
福
寿
会

　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
東
京
都
高
校
生
留
学
事
業
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
募
集
。受
入
期
間
H
W一年
3

月
か
ら
約
1
年
間

出
身
国
・
都
市
=

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
市
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ハ
ノ
イ
市
、
香
港

対

象
川
都
内
在
住
の
2
人
以
上
の
冢
族

※
個
室
の
有
無
や
語
学
力
は
不
問
。
必

要
な
生
活
費
の
負
担
は
あ
り

申
込
=

電
話

期
限
=
1
0月
2
9日

申
・
問

先
=
東
京
国
際
交
流
財
団
国
際
交
流
課

　
(
5
2
2
1
)
9
0
2
9

□
小
台
処
理
場
施
設
見
学
会
&
ミ
ニ
フ

ェ
ア

日
時
=
7
月
2
9日
團
、
午
前
1
0

時
～
午
後
2
時

※
小
雨
決
行

内

容
H
施
設
見
学
会
、
ア
ニ
メ
映
画
上
映

ゲ
ー
ム
大
会
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
下
水
道
局
小
台

処
理
場

　
(
3
9
1
9
)
7
0
0
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「(
往
復
)
ハ
ガ
キ
」
の

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

▼
①
7
月
1
8日
茴

六
町
ふ
れ
あ
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
チ
テ
ーフ
ス

午
前
1
0時

～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
6
0区
田

②
7
月
2
5日
剛

諏
訪
木
西
公
園

午

前
1
0時
1
午
後
3
時

※
雨
天
の
燮
-
8

月
1
曰
㈲
/
1
0
0区画

―
い
ず
れ
も
―

出
店
料
O
～
2
千
円
/
電
話
/
大
島

(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

▼
8
月
1
日
同

区
役
所
南
側
広
場

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中

止
/
8
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
ハ

ガ
キ
(
7
月
2
3日
必
着
)

※
区
固
数

を
明
記
/
〒
1
2
0・0
0
0
4

東
綾
瀬
郵

便
局
留

井
手

0
9
0
(
3
1
0
6
)
3
4
3
8
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環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
ご
協
力
を

大
気
汚
染
の
1
0年
度
測
定
結
果

区
で
は
、
東
和
・
鹿
浜
・
宮
城
の
I

監
視
室
で
大
気
汚
染
の
状
況
を
常
時
測

定
し
て
い
ま
す
(
表
2
)
。
1
0年
4
月

～
1
1年
1
月
の
測
定
結
果
夲
み
る
と
、

二
酸
化
硫
黄
は
I
地
点
と
も
環
境
基
羣

膏
壥
改
し
、
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
レ
か
し
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
・
二

酸
化
窒
素
・
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
3

項
目
は
環
境
葢
子
冨
筬
で
憊
歹
、

横
ぱ
い
状
態
に
あ
り
豕
す
。
こ
の
状
況

は
1
0年
ほ
ど
続
い
て
い
嫐
歹
。

ま
た
、
酸
性
雨
の
常
時
測
定
の
結
果

年
平
均
隍
が
p
H
値
4
.
9と、
足
立
区
で

も
酸
性
雨
が
降
り
続
い
て
い
廖
す
。

今
年
も
す
で
に
5
月
中
旬
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
注

意
報
が
発
令

さ
れ
奔
レ
た
。

大
気
汚
染
の

お
も
な
原
因

は
自
勣
車
の

排
気
ガ
ス
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。
環
境

を
艮
く
す
る
た
め
に

、
マ
イ
カ
1

の
便

用
を
控
え
忝
な
ど

、
み
な
さ
ん
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
環
境
課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

表2　10 年度の年間平均値

※ 宮城監視室の浮遊粒子状物質年平均値は参考値です

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
ヘ

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
家

屋
の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破

損
・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
窓

口
で
新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で
再

交
付
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=
戸

籍
住
民
課
住
居
表
示

補
助
第
2
5
1
号
線
が
一
部
開
通
し
ま
す

(江
北
二
丁
目
地
区
)

補
助
第
2
5
1号線
の
江
北
二
丁
目
地
区

が
、
エ
奎
罕
に
よ
り
7
月
1
4日
團
か

ら
閧
通
し
ま
す
(
図
1
)
。

こ
れ
に
よ
り
、
2
5
1
号
線
は
加
賀
二
丁

目
か
ら
、
環
状
七
号
線
お
よ
び
阯
薪

道
を
越
え
、
江
北
二
丁
目
ま
で
の
区
間

が
開
斈
呑
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
2
5
1号線
と
江
北
新
道
の

交
盖
点
供
用
開
始
に
伴
い
、
近
接
す
る

既
存
跫
萼
お
よ
び
横
断
歩
道
が
廃
止

呉
衿
ま
す
。

問
先
=
街
路
係

図1　 補助第251号線の開通地域

足
立
区
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「
R
の
お
店
」が
増
え
ま
し
た

区
で
は
再
生
-
回

み
ど
り
の
夢
2
3や

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
等
)
の
販
売
や
ト
レ

ー
な
ど
の
店
頭
回
収
、
簡
易
包
装
に
取

り
組
ん
で
い
る
お
店
・
商
店
街
を

ど

み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「R
の

お
店
」
包

し
て
認
定
し
て
い
ま
す

。
今

回
、
新
た
に
1

唐
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
(

今
回
の
認
定
を
あ
わ
せ
て
8

商
店

街
・
2
6
4店
)
。
な
お
、「R
の
お
店
」の
認

定
を
愬

軣

れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
新
規
認
定
店

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
東
綾
瀬
店
(
東
綾
瀬
2
1
1
-
1
4
)

(
3
6
2
0
)
9
3
0
0

取
組
内
容
=
①
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
の
買

い
取
り
・
引
き
取
り
・
販
売

②
過
剩

包
装
の
自
粛

③
買
い
物
袋
・
買
い
物

か
ご
持
参
の
推
奨

申
・
問
先
日
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

も
し
も
の
と
き
お
役
に
立
ち
ま
す
交
通
災
害
共
済

～
掛
け
金
は
年
額
5
0
0円か
ら
～

交
通
災
害
共
済
は

、
交
通
亭
故
に
あ

わ
れ
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
事

業
と
し
て
東
京
2
3区
が
共
同
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
で
利
用
す
る
電
車
や
バ

ス
・
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
動
車

な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら

、
船
舶
・
飛

行
攣
な
ど
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故
に

支
給
さ
れ
ま
す

。

対
象
=
2
3
区
内
に

住
所
が
あ
る
方

掛
け
金
(
年
額
)
=
5
0
0

円

、
千
円
、2

千
円
の
こ
種
類
(
一
括

払
い
)

申
込
=
申
込
書
に
掛
け
金
奮
陌

え
て

、2
3区
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局

へ
提
出
(
1
0
人
以
上
の
団
体
は
直
接
共

済
窓
口
ヘ
。
報
奨
金
の
制
度
が
あ
り
ま

す
)

見
舞
金
H
掛
け
金
の
種
類
別
に
、

交
通
事
故
で
入
院
ま
た
は
通
院
し
た
期

間
に
応
じ
て
1
万
円
か
ら
6
0
0
万
円
が
支

紿
(
例
=
掛
金
2
千
円
の
場
合
、
死
亡

時
6
0
0万円
、
交
通
遺
児
に
は
L
人
に
つ

き
5
0万
円
支
給
)

問
先
=
交
通
安
令
葆

□
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

特
に
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
信
号
は
必
ず
守
り
、

交
差
点
で
は
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
通
り
ま
し
ょ
う
。
夜
閧
自
転
車
に

乗
る
と
き
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
ぐ

だ
さ
い
。

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む

全
国
強
調
月
間

毎
年
7
月
は
青
少
年
の
非
行
防
止
と

保
護
の
徼
底
を
図
る
強
調
月
間
で
す
。

夏
休
み
を
前
に
非
行
防
止
に
対
す
る

共
通
の
認
識
を
深
め
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

催
し

物
ガ

イ
ド

青
年
セ
ン
タ
ー
の

催

し

□

「
琉
球
の
波
に
ゆ
ら
れ
て
」

日
時
等
=
①
7

月
1
6日
倒

、「
琉
球
の
歴

史
を
考
え
る

」
我
部
政
男
氏
(
山
梨
学

院
大
学
教
授
)

②
7

月
2
3日
窗
、
「
ア

ジ
ア
に
っ
な
が
ゑ

日
の
道

」
小
島
美
子

氏
(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
譬
教

授
)

③
冫
月
3
0
囗
洳
一
、
「
沖
縄
の
こ
こ

ろ
を
学
ぷ
」
太
田
武
二
氏
(

沖
縄
研
究

会
)

④
8
月
7

囗
出

、
「
沖
縄
料
理
は

ヘ
ル
シ
ー
」
市
川
惠
子
氏

※
①
卜
③

は
午
後
7

時
～
9

時

、
④
は
午
後
1

時

～
4

時

定
員
=
4
0
人

費
用
=
5
0
0円
(

料
理
材
料
費
)

□
青
年
講
座

「
食
の
つ
な
が
り
・
人
の

つ
な
が
り
」

「
食
」
か
ら
み
ぇ
る
タ
イ
と
日
本
の

関
係
か
ら

「
環
境
」
に
っ
い
て
考
え
ま

す
。

日
時
等
=
①
7
月
2
4日
出
、
午

後
1
時
～
5
時
3
0分
、
タ
イ
は
「
日
本
2

屏

」
↓

迫
わ
り
の
タ
イ
料
理
を

つ
く
り
な
が
ら
老
え
ぷ
つ

②
7
月
3
1

日
出
、
午
後
λ
T
4

時
、
自
然
に
や

さ
し
い
こ
と
っ
て
何
だ
る
つ
5
外
国
人

の
き
び
し
い
目
か
ら
見
た
日
本
の
生
活

ス
タ
イ
ル

講
師
=
神
崎
ソ
ラ
ダ
ー
氏
(

輸
入
販
売
会
社
・
守
ろ
う
地
球
代

表
)

定
員
=
3
0
人

費
用
日
千
円
(

料
理
材
料
費
)

―
い
ず
れ
も
―

対
象
=
青
年
男
女

申
込
=
電
話
(
先

笞
順
)

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン

タ
ー

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

あ
だ
ち
再
生
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

□
出
張
講
習
会

館
内
で
行
つ
て
い
る
講
座
を
み
な
さ

ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
出
張
k

ヂ

。

内
容
=
廃
油
石
け
ん
作
り
、リ
ボ
ン
(

ン
ガ
ー
、ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
、廃
物
(
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
等
)
利
用
の
は
た
き
、
裂

き
布
祠
み
な
ど

対
象
=
各
種
団
体
、

町
会
・
自
治
会
、P
T
A
な
ど

□
リ
サ
イ
ク
ル
の
名
人
募
集

あ
だ
ち
再
生
館
で
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

の
講
師
を
募
集
」稾
す
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
勍
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

―
い
ず
れ
も
―

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再

生
館

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

夏休みに増える!

放置
自転車

駅
周
辺
の
路
上
や
広
場
な
ど
に
、
無

秩
序
に
大
量
の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
歩
行
者
、
特
に
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
の
通
行
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
亊
な
ど
の

緊
急
活
動
の
妨
げ
に
私
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
夏
休
み
期
問
中
は
、
特
に
学
生
・
生

徒
の
自
転
車
放
匱
が
目
立
ち
ま
す
。『う

っ
か
り
放
苣
で
、
撤
去
料
を
支
払
う
』

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
つ
ご
注
意
ぐ
だ

さ
い
。

▽
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
目
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
、
区
域
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
は
撤
去
し
て
、
移
送
所
に
運
び
保
管

し
て
い
ま
す
。
自
転
車
豪
引
き
取
る
際

は
、
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て

い
た
だ
章
一一
ヂ

。
撤
去
後
X
ヵ
月
を
過

ぎ
忝
と
懆
卩
¥
チ
の
で
ご
注
意
ぐ
だ

さ
い
。

▽
最
近
、盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
苣
が

増
え
て
い
求
す
。
覃
豕
れ
た
と
き
に
は

す
ぐ
齧
察
に
盗
難
届
聚
m
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
撒
去
日
以
前
に
盗
難
届
を

出
し
て
い
る
燮
賍
は
、
撤
去
料
は
免

除
さ
れ
ま
す
。
自
転
車
に
は
、
防
犯
登

録
を
す
忝
と
と
も
に
、
必
ず
住
所
・
名

前
を
記
入
し
、
カ
ギ
を
二
塹
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。駅
に
近
い
方
は
、で
き
る
が
け

歩
き
ま
し
ょ
う
。

北
千
住
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

北
千
住
北
自
転
車
駐
車
場
(
千
住
旭
町
4
2
-
2
)

　
(
3
8
8
1
)
2
6
2
3

北
千
住
南
自
転
車
駐
車
場
(
千
住
旭
町
4
2
-
3
)

　
(
3
8
7
0
)
2
6
1
9

北
千
住
西
口
自
転
車
駐
車
場
(
千
住
旭

町
お一
-
2
ル
ミ
ネ
3
階
)

※
1
日
利

用
の
み

　
(
3
8
8
1
)
2
6
2
3

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

田
中
石
材
店
(
千
住
3
-
8
6
)

(
3
8
8
8
)
5
4
6
1 □

放
置
自
転
車
移
送
先

中
央
本
町
移
送
所
(
足
立
4
-
1
6
-
1
9

先
)

問
先
=
自
転
車
係

北千 住駅付近自転車放置禁止区域
イラスト・身近な話題を募集中!

み んな の

ペ ー ジ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

つ
り
ざ
お
入
れ

長
谷
部
清
美
さ
ん
(
入
谷
在
住
)

息
子
た
ち
は
よ
く
自
転
車
に
乗
つ
て

つ
り
に
出
か
け
豕
す
。
で
も
、
長
い
さ

お
が
何
本
も
さ
さ
っ
て
い
て
危
な
い
の

で
す
。
年
々
本
数
も
増
え
、
今
で
は
カ

バ
ー
に
入
ら
な
い
状
態
。
そ
ん
な
と
き
、

イ
ラ
ス
ト
が
か
わ
い
く
て
な
か
な
か
捨

て
叭
れ
な
い
靴
下
を
思
い
出
跫

卮

。

さ
っ
そ
く
1
分
で
つ
口
さ
お
カ
バ
ー
を

完
或
。
こ
れ
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い

し
、
絵
が
違
う
か
ら
ほ
か
の
友
達
の
と

混
ざ
ら
な
い
の
で
了
。

松
山
侑
希
子
さ
ん
(
北
鹿
浜
小
2

年
)

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
で

一
輪
車
教
室
に
参

加
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

投
稿
募
集
中

毎
月
1
0日
号
の
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
。

皆
さ
ん
の
是
唇
毘
来
事
を
お
闖
か
せ

ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

も
大
歓
迎
で
す
。

申
込
=
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
方
は
ペ
ン
ネ
1
ム
を
明

記

申
・
問
先
H
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1
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第
5
0回
利
根
川
治
水

同
盟
記
念
大
会

利
根
川
水
系
の
治
水
・
利
水
の
促
進

を
目
的
に
一
都
五
県
の
関
係
自
治
体
で

結
成
し
て
い
る
利
根
川
治
水
同
盟
の
第
5
0

回
記
念
大
会
で
す
。

日
時
=
7
月
1
5

日
㈲
、
午
後
1
時

※
先
着
1
0
0
人
に

記
念
品
を
贈
呈

場
所
・
内
容
占

日

比
谷
公
会
堂
…
特
別
講
演
「
川
と
文

明
」
吉
村
作
治
氏

▽
日
比
谷
公
園
に

れ
の
木
広
場
会
場
…
伝
統
芸
能
・
島
根

ば
や
し
(
正
午
開
演
)
ほ
か

プ
レ
ゼ

ン
ト
=
名
産
品
の
無
料
配
布
、
み
な
か

み
の
水
、
栃
木
県
の
か
ん
ぴ
ょ
う
(
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
)

費
用
=
無
料

問
先
=
計
圃
調
整
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

お
ば
け
屋
敷

日
時
=
▽
7
月
1
4日
圉
、
午
後
2
時

▽
7
月
1
5日
團
、
午
後
3
時
3
0分

対
象
=
幼
児
(
大
人
闕
伴
)
か
ら
大
人

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
H
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

千
住
夏
ま
つ
り

三
世
代
交
流

「
あ
そ
び
発
見
伝
」

日
時
日
7
月
1
8日
圀
、
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
1
時

場
所
日
元
町
団
地
I
・
2

号
棟
ピ
ロ
テ
ィ

※
荒
天
の
場
合
は

千
住
児
童
館

内
容
H
木
エ
カ
ー
レ
ー

ス
、つ
く
っ
て
あ
そ
ぷ
、
お
店
や
さ
ん

な
ど

申
込
日
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
千
住
謚
蠱
老
人
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

海の日

足
立
合
唱
連
盟

第
1
9回
合
唱
祭

た
く
さ
ん
9

つ唱
団
の
さ
わ
や
か
な

歌
声
の
ほ
か
、
今
年
は
合
同
合
唱
に
よ

る
「
さ
だ
ホ
さ
し
名
曲
集
し
も
お
届
け

し
ま
す
。

日
時
=
7
月
2
0日
祝
、
午

後
1
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
日
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H
足

立
合
唱
連
盟
事
務
局
・
芳
尾

(
3
8
8
4
)
5
5
0
7

ま
た
は
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

女

性

の

つ
ど

い

「
女
(
ひ
と
)
と
男
(
ひ
と
)
で

創
る
新
時
代

」

―
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
―

足
立
区
と
足
立
区
女
性
団
体
連
合
会

の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
男
性
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
※
保
育
あ
り

日
時
=
7

月
1
7日
出
、
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

内
容
=
寸
劇
(
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ン
講

演
会
「男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」
寺

尾
美
子
氏
(
東
京
大
学
教
授
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
2
2
2

第1 回
夏
休
み
親
子
実
験
教
室

自
由
研
究
は
こ
れ
で
決
ま
り
!

日
時
=
7
月
2
2日
困
・
2
3日
倒
、
午
前
1
0

時
Å
1
1時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
の
小
中
学

生
(
小
学
生
は
4
年
生
以
上
、
子
ど
も

だ
け
や
親
子
で
も
可
)

内
容
目
1
日

目
…
手
作
り
乾
電
池
2

日
目
…
君
の

家
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
見
分
け
方

※
両
日
と
も
簡
単
な
実
験
を
し
ま
す
。1

日
だ
け
で
も
可

定
員
川
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
川
電
話

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
5
)

六
木
中
央
公
園

ぱ
し
や
、
ぱ
し
や
、
水
の
弾
け
盃
日
、

「
わ
あ
1
気
持
ち
い
い
」
と
、
子
ど
も

た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
。
カ
ッ
パ
の
お

皿
を
模
し
た
噴
水
の
あ
る
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ

ブ
池
や
、
カ
ッ
パ
の
舌
の
よ
う
な
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

滑
n
乙
卮

ど
、

子
ど
も
た
ち
の

興
味
を
引
く
も

の
が
い
っ
ぱ
い
。

そ
し
て
こ
の
季

節
に
ラ
れ
し
い

木
陰
が
あ
っ

て

、
ほ
っ
と

一
息
つ
く
こ

と
も
で
き
ま

す

。
通
称
カ

ッ
パ
公
園
に

、

何
匹
カ
ッ
パ

が
い
る
か
こ

の
夏
ぜ
ひ
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
広
報
課
》

六
木
l
-
3
4
東
武
バ
ス
(
亀
有
駅
北
口

に上
(
ツ
木
都
住
)
六
ツ
木
小
学
校
下
車

花
だよ り

昼 顔

絵: 宮原公子さん( 関原一丁目)

夏
の
日
差
し
傴
受
け
、ツ
ツ
ジ
な
ど

に
か
ら
み
つ
い
て
可
憐
(
か
れ
ん
)
に

花
を
広
げ
て
い
る
姿
鷽
見
る
と
、
そ
の

き
ゃ
し
ゃ
な
容
衷
と
は
反
対
に
力
強
さ
、

生
命
力
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

同
じ
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
ア
サ
ガ
オ
が
古

く
か
ら
変
化
改
良
を
加
え
ら
れ
人
々
を

魅
了
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら

は
空
き
地
や
道
端
に
普
通
に
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
見
過
ご
さ
れ
が
灸
饐
栓
で

す
。
そ
れ
で
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
都
会
に
と
っ

て
は
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重

な
清
涼
剤
で
す
。

名
は
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
が
し
ぼ
む
日

中
に
か
け
て
も
咲
き
つ
づ
け
る
と
こ
ろ

か
ら
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み

に
同
じ
カ
オ
の
つ
く
ユ
ウ
ガ
オ
は
ウ
リ

科
の
植
物
で
、
大
き
な
果
実
は
か
ん
ぴ

ょ
う
の
原
料
と
な
り
ま
す
。

*
公
園
の
草
花
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

《
公
園
緑
地
課
》

あだちまつり

A - F e s t a '

9

9

来
て
見て

遊
んで
み

ん

な の
フェスタ

広 場
1

0 月9 (土)
日

1

0 (日)

日

協賛企業募集中

問先 =

区民まつり委員会事務局
【地域振興課育成係　3880- 5111 ㈹】

会場 荒川河川敷「虹の広場」
北千 住 イベント広場( 旧区庁舎跡)

□
協
賛
企
業
募
集
中
!

あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
は
穗
店
や
企
業

の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
賛
に

よ
り
閧
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
A
I
F
e
s
t
a

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

□
記
念
T
シ
ャ
ツ
販
売
中
!

今
年
は
チ
ャ
ッ
プ
ン
が
水
面
か
ら
ち

ょ
こ
ん
と
顔
を
出
し
て
ほ
ほ
え
み
か
け

て
い
る
愛
ら
し
い
図
柄
で
、
色
は
鮮
や

か
な
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
。
千
3
0
0
円
で
区
政

情
報
室
・
千
住
区
民
亊
務
所
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
収
益
は
ま
つ
り
経
費

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
=
区
民
ま
つ
り
委
員
会

事
務
局
(
地
域
振
興
課
育
成
係
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッチあだち
このコーナーではまちの 情報・話題を

お待ちしてい ます。

問先= 広報係 　3880- 5111 ㈹

ホタルの夕べ大好評! !

6
月
1
1
日
か
ら
1
3日
ま
で
の
3

日
間

、

生
物
園
で

「
ホ
タ
ル
の
夕
べ

」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

例
年
は
6
0
0匹
程
で
す
が
、
今
年
は
飼

育
に
成
功
し

、
約
8
0
0匹
が
戉
育
。
毎
年

見
て
い
る
と
い
う
方
も
、
今
年
は
特
に

き
れ
い
で
3

周
も
回
つ
た
と
か

。
暗
闇

の
中
、
緑
色
に
光
る
ホ
タ
ル
で
、

ド
ー
ム
内
は
別
世
界
の
ぷ
っ
で
し

た
。都

内
で
は
見
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
ホ
タ
ル
。
3
日
閲
天
侯
に
も
恵

ま
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲ 列の一 番後ろはどこ?

1
5年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
!

江
南
中
で
卒
業
記
念
カ
フ
セ
ル
を
開
封

江
南
中
学
校
で
は
、
昭
和
5
9年
3

月
か
ら
、
卒
業
生
が
中
学
生
活

の
思
い
出
を
託
し
た
カ
プ
セ
ル
を

校
庭
に
埋
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
5

年
に
は
カ
プ
セ
ル
ド
ー
ム
も
建

設
さ
れ
、
校
庭
に
埋
蔵
さ
れ
て
い

た
カ
プ
セ
ル
も
、
こ
の
ド
1
ム
に

収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
6
日
、
そ
の
第
1
号
の
カ

プ
セ
ル
が
、
当
時
の
先
生
方
や
卒

業
生
ら
に
よ
り
1
5年
ぶ
り
に
閧
封

さ
れ
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
の
中
は
、

卒
業
時
の
新
閧
や
作
文
、
写
真
、
時
閧

割
具
若

惴
か
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。

卒
業
生
た
ち
は
自
分
が
入
れ
た
物
岑
甼

に
し
て
1
5年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、

話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ド
ー
ム
か
ら
運
び
出
さ
れ
る

カ
プ
セ
ル

「
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
な
」
カ
プ

セ
ル
か
ら
出
て
き
た
ノ
ー
ト
を
手
に
す

る
卒
業
生

「
大
き
く
な
っ
て
ま
た
会
お
う
ネ
!

」

毛
長
川
で
魚
の
放
流
6
/
2

6
月
2

日

、
舎
人
第
一
小
学

校
飼
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と

古
千
谷
小
学
校
6

年
生
の
皆
さ

ん
が
、
毛
長
川
で

魚
の
放
流
を

し
ま
し
た
。
こ
の
魚
た
ち
は

、

昨
年
1
0
月
に
毛
長
川
で
捕
蹇
さ

れ
た
モ
ツ
ゴ
・
カ
ダ
ヤ
シ
な
ど

約
8
5
0匹
で

、
古
千
谷

、
東
伊
興

、

西
保
木
問

、
舎
人
第
一
の
各
小

学
校
が
「
里
親
」
と
な
り

、
保

護
・
飼
育
し
て
き
た
も
の

。
毛

長
川
の
お
も
な
水
源
は
見
沼
代

用

水
で

、
用

水
の

止
ま
る
1
0

～
4
丹
は
水
量
が
少
な
く
水
質
も
悪
化

し
、
魚
た
ち
が
死
ん
で
し
ま
う
た
め
、

区
で
は
こ
の
事
業
を
7
年
度
か
ら
行
つ

て
い
ま
夛

。

子
ど
も
た
ち
は
、放
流
前
に
D
O
(
水

の
中
の
酸
素
量
)
な
ど
を
調
査
し
た
後
、

魚
た
ち
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
そ
っ
と

放
流
用
の
筒
の
中
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
。

「
大
き
く
な
っ
て
ま
た
会
お
う
ネ
」

「D
O

が
5
(
㎎
/
l
)
以
上
な

い
と
魚
が
す
め
な
い
ん
だ
よ
」「
今

日
は
水
質
9

。
オ
ー
ケ
ー
だ
ネ
」

珍
客 カルガモ親子が

やって来た!

見
沼
代
親
水
公
園
で
カ
ル
ガ
モ
の
親

子
が
そ
ろ
っ
て
脉
ぎ
、
街
の
人
気
者
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

6
月
3
日
の
朝
、
古
千
谷
本
町
二
丁

目
の
小
金
井
さ
ん
は
、
カ
ル
ガ
モ
の
親

子
が
皀
宅
近
く
の
歩
道
を
迷
い
な
が
ら

歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
先
導

し
て
連
れ
て
き
ま
し
た
。
親
ガ
モ
の
後

ろ
を
つ
い
て
行
く
子
ガ
モ
た
ち
の
成
長

に
、
近
所
の
小
学
生
た
ち
も
見
守
る
よ

う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

い
つ
で
も
一
緒

▲ 道に迷っちゃった?( 写真提供　小金井勝さん)
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